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※特集および投稿論文は，著者の責任において執筆された記事であり，必ずしも日本非開削技術協会の見解ではありません。
※技術論文などにはキーワードを付与しています。これによりJSTTホームページでの検索ができます。
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表紙の写真：ホワイトホールストリートとビッグベン
101号はISTTの本部があるロンドン市内の風景です。写真のホワイトホールストリートは，ロンドンのシティ・オブ・ウェストミンスター内を
南北に走る道路で，正面に見えるのはウェストミンスター宮殿に付属する時計台の大時鐘のビッグベンです。

　ジョウビタキ（尉鶲，常鶲）は日本では

秋から冬によく見られる渡り鳥で，この写真

は頭の上が白く目の周りが黒いのが特徴の

オスです。メスは頭が淡褐色で目がはっき

りしているので，かわいく人気があり，オス

とは簡単に見分けられます。胸から腹，尾

にかけては雌雄とも橙色をしていて，羽の

中ほどに白くて細長い斑点があります。林

の周辺，河川敷，市街地の空き地や公園な

どのやや開けたところを好み，１羽でいます

が，澄んだ声でヒッ，ヒッと連続的に鳴くの

で，その声を頼りに見つけることができま

す。小さな虫や木の実を食べます。

　繁殖地はユーラシア大陸のバイカル湖周

辺などで，少し暖かくなった頃に日本から

渡っていきます。野鳥を観察するのには8

倍程度の双眼鏡があると顔の表情や羽の詳

細などが見えて便利です。

　緑の森倶楽部は埼玉県が運営する「みど

りの森博物館」を拠点に，トトロの森が点

在する狭山丘陵などで季節とともに移り変

わる自然を対象に月に二回観察会を開催し

ています。狭山丘陵には東京都の水がめで

ある多摩湖，狭山湖などもあり，武蔵野の

自然が保全されています。しばらくの間は，

観察会メンバーが撮影した四季の鳥（表紙

募集に応募した作品）をご紹介します。

	 （提供　緑の森倶楽部）

四季の鳥・秋（ショウビタキ  オス）
撮影　名執修二
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